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(57)【要約】
　本発明は、電気手術システム（２）と、電気手術シス
テム（２）の作動の方法と、電気手術システム（２）の
ための電極（１０）とに関連する。手術器具（４）の画
像検出システムは、電極（１０）の画像を検出する。対
応する画像データは、データベース（１８）のデータセ
ットと比較され、データセットでは、電極（１０）の識
別特徴と電極（１０）用の少なくとも１つの動作パラメ
ータとが、互いに割り当てられている。電極（１０）タ
イプが識別された後、対応する動作パラメータは、手術
器具（４）のコントローラ（２０）に送信される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像システムとシャフト（６）とを有する手術器具（４）を備える電気手術システム（
２）であって、電極ホルダーが前記シャフト（６）の遠位端部（８）に配置され、前記撮
像システムは、前記シャフト（６）の前記遠位端部（８）から遠位に広がる術野をとらえ
るように構成された電気手術システム（２）であって、
　前記電気手術システムは、
　　外科処置を行なうために前記電極ホルダーに接続可能な電極（１０）であって、該電
極（１０）は、光学的に検出可能な外部識別特徴を備えた電極（１０）と、
　　電極タイプの少なくとも１つの識別特徴と、この電極タイプを作動させるために与え
られた少なくとも１つの動作パラメータとに関する情報が、互いに割り当てられている複
数のデータセットを備えるデータベース（１８）を有するデータ処理装置（１６）と、を
さらに備え、
　　前記撮像システムは、前記電極（１０）の画像をとらえて、とらえた画像の画像デー
タを前記データ処理装置（１６）に送信するように構成され、
　　前記データ処理装置（１６）は、受信した画像データを、該画像データの識別特徴に
関して分析し、
　　見つかった識別特徴を、前記データベース（１８）内の前記データセットと比較し、
　　電極（１０）のタイプを識別し、前記関連する少なくとも１つの動作パラメータを、
前記手術器具（４）のコントローラ（２０）に送信するように構成される、
　ことを特徴とする、前記電気手術システム（２）。
【請求項２】
　請求項１に記載の前記電気手術システム（２）であって、
　前記識別特徴が、前記電極（１０）の外部形状の少なくとも一部、及び／又は、前記電
極（１０）の外表面の機械可読コード（３０）であることを特徴とする、前記電気手術シ
ステム（２）。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の前記電気手術システム（２）であって、
　前記電極（１０）は、
　　前記外科処置を行なう間に、治療される組織と接触している活性領域（２２）と、
　　少なくとも１つの電気接続接触部を有する前記電極（１０）と電気的に接触するため
に設けられた接続領域（２８）と、を備え、
　前記少なくとも１つの電気接続接触部と前記活性領域（２２）とが、外部から見ること
のできる電気供給ライン（２６）によって互いに接続され、
　前記電気供給ライン（２６）の色及び／又は色コード、具体的には前記供給ライン（２
６）の電気絶縁材が前記識別特徴である、
　ことを特徴とする、前記電気手術システム（２）。
【請求項４】
　請求項１から３のうちの一項に記載の前記電気手術システム（２）であって、
　前記少なくとも１つの動作パラメータは、前記電極（１０）を作動させるために与えら
れた動作電圧、及び／又は動作電流、及び／又は動作周波数、及び／又は最大動作電圧、
及び／又は最大動作電流、及び／又は最大動作周波数を備えることを特徴とする、前記電
気手術システム（２）。
【請求項５】
　請求項１から４のうちの一項に記載の前記電気手術システム（２）であって、
　前記手術器具（４）は内視鏡であり、
　前記手術器具（４）は具体的には切除用内視鏡であり、前記電極（１０）は切除用電極
である、
　ことを特徴とする、前記電気手術システム（２）。
【請求項６】
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　請求項１から５のうちの一項に記載の電気手術システム（２）の作動方法であって、
　前記方法は、
　　前記撮像システムが、前記電極（１０）の画像をとらえて、とらえた画像の画像デー
タを前記データ処理装置（１６）に送信し、
　　前記データ処理装置（１６）が、受信データを、前記画像データの識別特徴に関して
分析し、
　　見つかった識別特徴が、前記データベース（１８）内の前記データセットと比較され
、
　　電極（１０）のタイプが識別され、前記関連する少なくとも１つの動作パラメータが
、前記手術器具（４）の前記コントローラ（２０）に送信される、
　というステップを含むことを特徴とする、前記方法。
【請求項７】
　請求項６に記載の前記方法であって、
　前記データ処理装置（１６）は、前記画像データにおいて、前記電極（１０）の外部形
状の少なくとも一部、及び／又は前記電極（１０）の前記外表面の機械可読コード（３０
）、及び／又は電気供給ライン（２６）の色及び／又は色コードを、前記画像データの前
記識別と特徴として分析することを特徴とする、前記方法。
【請求項８】
　請求項６又は７に記載の前記方法であって、
　前記電極（１０）を作動させるために与えられた動作電圧、及び／又は動作電流、及び
／又は動作周波数、及び／又は最大動作電圧、及び／又は最大動作電流、及び／又は最大
動作周波数が、前記動作パラメータとして、前記データ処理装置（１６）によって前記手
術器具（４）のコントローラ（２０）に送信されることを特徴とする、前記方法。
【請求項９】
　請求項１から５のうちの一項に記載の電気手術システム（２）のための電極（１０）で
あって、
　前記電極（１０）は、光学的に検出可能な外部識別特徴として、前記電極の前記外表面
（１０）の機械可読コード（３０）を備えることを特徴とする、電極（１０）。
【請求項１０】
　請求項１から５のうちの一項に記載の電気手術システム（２）における光学的に検出可
能な外部識別特徴を備える電極（１０）、具体的には請求項９に記載の電極（１０）の使
用。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
　本発明は、撮像システムとシャフトとを有する手術器具を備える電気手術システムに関
連し、電気手術システムでは、電極ホルダーがシャフトの遠位端部に配置され、撮像シス
テムは、シャフトの遠位端部から遠位に広がる術野をとらえるように構成される。本発明
は、さらに、こうした電気手術システムの作動方法に関連する。最後に、本発明は、電気
手術システムのための電極に関連する。
【０００２】
　高周波手術（ＨＦ手術とも呼ばれる）では、手術を受ける組織を意図的に損傷させる又
は切除するために、その組織に高周波交流電流が流される。従来のメスの使用と比較した
この手術技法の主たる利点は、切開と同時に関連する血管を閉じることにより、出血を止
めることである。高周波手術において、メスの代わりに使用される電極は、切除用内視鏡
などの手術器具に取り付けられる。電極を作動させる際には、与えられた動作パラメータ
を用いて作動させることが重要である。
【０００３】
　取り付けられた電極を手術器具が単独で識別することができれば、執刀医が正確な動作
パラメータを設定しやすくなる。この目的のために、集積回路（ＩＣ）が電極の差し込み
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に配置される。しかし、こうしたＩＣを電極に組み込むことは、技術的に複雑であり高価
である。こうした電極は、衛生上の理由から時には使い捨て品であるため、電極のコスト
が電気手術システムの作動コストに直接つながる。
【０００４】
　この従来技術に基づき、本発明の目的は、電気手術システム、電気手術システムの作動
方法、並びに、電気手術システムのための電極、及び、その使用を提供することであり、
電気手術システムの作動コスト、及び、電気手術システム製造の際の製造労力が、最小で
すむ。
【０００５】
　この目的は、撮像システムとシャフトとを有する手術器具を備える電気手術システムに
よって達成され、電気手術システムでは、電極ホルダーがシャフトの遠位端部に配置され
、撮像システムは、シャフトの遠位端部から遠位に広がる術野をとらえるように構成され
、電気手術システムは、
　　外科処置を行なうために電極ホルダーに接続可能な電極であって、光学的に検出可能
な外部識別特徴を備えた電極と、
　　電極タイプの少なくとも１つの識別特徴と、この電極タイプを作動させるために与え
られた少なくとも１つの動作パラメータと、に関する情報が、互いに割り当てられている
複数のデータセットを備えるデータベースを有するデータ処理装置と、をさらに備え、
　　撮像システムは、電極の画像をとらえて、とらえた画像の画像データをデータ処理装
置に送信するように構成され、
　　データ処理装置は、受信した画像データを、画像データの識別特徴に関して分析し、
　　見つかった識別特徴を、データベース内のデータセットと比較し、
　　電極のタイプを識別し、関連する少なくとも１つの動作パラメータを手術器具のコン
トローラに送信するように構成される、ように開発される。
【０００６】
　本発明は、手術器具の既存の撮像システムが、使用される電極のタイプの識別に用いら
れる場合に、電気手術システムの作動コストが下がる、という考えに基づく。
　さらに、電極の外部識別特徴が、電極のタイプの識別のために用いられる。有利には、
電極の差し込み内のＩＣなどの電極の電子識別が、省略される。これらの方策は、電極の
単価を下げ、同様に、電気手術システムの作動コストも下げる。
【０００７】
　具体的には、動作パラメータが手術器具のコントローラに送信された後、電気手術シス
テムも、この動作パラメータで作動される。
　さらに、有利な実施形態では、識別特徴は、電極の外部形状の少なくとも一部、及び／
又は、電極の外表面の機械可読コードである。
【０００８】
　外部形状の一部は、例えば、電極の個々の部分の寸法、及び／又は、相対的サイズであ
る。さらに、端部、面取り部、接続又は接合継ぎ目の配置などは、適した識別特徴である
。例えば、バーコード、又は、ＱＲコード、又は、同様に色コードを、機械可読コードと
して使用することができる。好ましくは、機械によって付けられた色ドットが、色コード
として使用される。バーコード又はＱＲコードは、具体的には、レーザーマーキング装置
を使用して電極に付けられる。有利には、電極は、その製造コストを下げるのにほとんど
労を要さないことが明らかになる可能性がある。
【０００９】
　別の例示的な実施形態では、電極が、
　　外科処置を行なう間に治療される組織と接触する活性領域と、
　　少なくとも１つの電気接続接触部を有する電極と電気的に接触するために設けられた
接続領域と、を備え
　　少なくとも１つの電気接続接触部と活性領域とが、外部から見ることのできる電気供
給ラインによって互いに接続され、
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　　電気供給ラインの色及び／又は色コード、具体的には、その供給ラインの電気絶縁材
が、識別特徴である。
【００１０】
　作動用に与えられた電流及び／又は電圧などの使用電極の動作パラメータによって、接
続接触部を活性領域に接触させるために、異なる寸法の電気供給ラインが使用される。電
気供給ラインは、一般に異なる色又は色コードが付けられるため、電極の製造中に識別す
ることができる。使用する電気供給ラインという形で、電極の製造時に製造者によってす
でに組み込まれたこの情報は、後で電極のタイプを決定するために、有利に役立つ。電極
の識別のために製造工程に追加のステップを組み込む必要が無いことは、とりわけ有利で
ある。
【００１１】
　別の有利な実施形態では、少なくとも１つの動作パラメータは、電極を作動させるため
に与えられた、動作電圧、及び／又は動作電流、及び／又は動作周波数、及び／又は最大
動作電圧、及び／又は最大動作電流、及び／又は最大動作周波数を備える。
【００１２】
　具体的には、手術器具は内視鏡である。さらに、手術器具は、具体的には切除用内視鏡
であり、電極は、切除用電極である。
　単極及び双極電極の両方が、電極として提供される。
【００１３】
　本発明にかかる目的は、さらに、挙げられた実施形態のうちの１つ又は複数の実施形態
の電気手術システムの作動方法によって実現され、その方法は、
　　撮像システムが電極の画像をとらえて、とらえた画像の画像データをデータ処理装置
に送信する、
　　データ処理装置が、受信データを、画像データの識別特徴に関して分析する、
　　見つかった識別特徴が、データベース内のデータセットと比較される、
　　電極のタイプが識別され、関連する少なくとも１つの動作パラメータが、手術器具の
コントローラに送信される、という方法ステップを含む。
【００１４】
　具体的には、電気手術システムも、データ処理装置によってコントローラに送信される
パラメータで作動される。
　一つの実施形態では、その方法は、データ処理装置が、画像データにおいて、電極の外
部形状の少なくとも一部、及び／又は、電極の外表面の機械可読コード、及び／又は、電
気供給ラインの色及び／又は色コードを、画像データの識別特徴として分析するように開
発される。
【００１５】
　さらに、電極を作動させるために与えられた、動作電圧、及び／又は、動作電流、及び
／又は、動作周波数、及び／又は、最大動作電圧、及び／又は、最大動作電流、及び／又
は、最大動作周波数が、動作パラメータとして、データ処理装置によって手術器具のコン
トローラに送信される。
【００１６】
　同一又は類似の利点が、電気手術システム自体について、上述の電気手術システムの作
動方法に当てはまるため、ここではそれらを繰り返さない。
　本発明にかかる目的は、さらに、電気手術システム、又は、１つもしくは複数の実施形
態の電気手術システムのための電極によって実現され、そこにおいて、電極は、光学的に
検出可能な外部識別特徴として、電極の外部表面の機械可読コードを備える。
【００１７】
　例えば、バーコード及び／又はＱＲコードが、具体的には電極の表面にレーザー彫刻法
を用いて付けられる機械可読コードとして適している。さらに、具体的には色ドットで構
成される、機械的に付けられる色コードが、識別特徴として適している。
【００１８】
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　さらに、具体的には、外形寸法、相対的サイズ、特定の部分の長さ、並びに、端部、及
び／又は、面取り部などの電極の特定の外部形状が、電極の外部識別特徴として適してい
る。これらの特徴のうちの１つ又は複数の特徴が、有利には電極の識別特徴として使用さ
れる。
【００１９】
　最後に、本目的は、電極、具体的には、挙げられた実施形態のうちの１つにかかる電気
手術システムにおいて、光学的に検出可能な外部識別特徴を備えた、実施形態のうちの１
つにかかる電極の使用により実現される。
【００２０】
　同一又は類似の利点が、電気手術システム又はその作動方法について、上述の電極及び
その使用に当てはまるため、繰り返しを省略する。
　本発明のさらなる特徴は、本発明にかかる実施形態の説明、並びに請求項及び添付の図
面から明らかとなるであろう。本発明にかかる実施形態は、個々の特徴、又は、いくつか
の特徴の組み合わせを実現することができる。
【００２１】
　本発明は、一般的な発明の概念を制限することなく、例示的な実施形態を用い、図面を
参照して以下に説明され、文中にさらなる説明のない本発明にかかるいかなる詳細に関し
ても、図面への明確な参照がなされる。図面は以下を表す。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】電気手術システムの概略図である。
【図２】接続された電極を備える切除用内視鏡のシャフト遠位端部の領域の概略斜視図で
ある。
【図３】接続された追加の電極を備える別の切除用内視鏡のシャフト遠隔遠位端部の別の
概略斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　図面では、再度の紹介を省略するために、同一又は類似の種類の要素及び／又は部分に
は、同一の参照符号が付されている。
　図１は、撮像システム（図示せず）とシャフト６とを有する手術器具４を備える電気手
術システム２の、簡易概略図である。電極ホルダーが、シャフト６の遠位端部８に配置さ
れる。これは、外科処置を行なうための電極１０を収容する役割を果たす。
【００２４】
　図１に、手術器具４の例として、切除用内視鏡を示す。それに対応して、電極１０は、
切除用電極、すなわちループである。
　手術器具４は、供給ライン１２により制御装置１４に接続される。供給ライン１２は、
制御装置１４と手術器具４との間でデータを送信するのと同様、手術器具４に電力を供給
する役割を果たす。
【００２５】
　その他の図示しない一般的に知られた装置に加え、制御装置１４は、データベース１８
を有するコンピュータなどのデータ処理装置１６を備える。データベース１８内には、例
えば不揮発性メモリに保存された複数のデータセットが存在する。これらのデータセット
は、それぞれ、電極タイプの少なくとも１つの識別特徴と、この電極タイプを作動させる
ための少なくとも１つの動作パラメータとに関する情報を含む。これら２つの情報は、互
いに割り当てられている。
【００２６】
　手術器具４の撮像システムは、電極１０の画像をとらえ、とらえた画像の関連画像デー
タを、データ処理装置１６に送信するように構成される。データは、例えば供給ライン１
２を通って送信される。これは、無線などの別の方法でも行なうことができる。データ処
理装置１６は、受信した画像データを、画像データの識別特徴に関して分析するように構
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成される。データ処理装置１６が画像データに識別特徴を見つけた場合、識別特徴は、デ
ータベース１８内のデータセットと比較される。より詳しくは、データセット内の、様々
な電極タイプの様々な識別特徴に関する情報との比較が行なわれる。データ処理装置１６
は、それに従って、画像が取り込まれた電極１０のタイプを識別する。データ処理装置１
６は、データベース１８内の関連するデータセットから、このタイプの電極用の関連動作
パラメータを読み出す。これらの動作パラメータは、手術器具４のコントローラ２０に送
信される。最後に、手術器具４は、これらの動作パラメータを用いて作動される。例えば
、適切な電流及び電圧が設定される。
【００２７】
　図１に、データ処理装置１６の一部を構成する手術器具４のコントローラ２０を、ほん
の一例として表す。
　記載された電気手術システム２においては、それによって、コントローラ２０は、電極
１０用の正しい動作パラメータに自動的に設定される。これに関連し、電極１０がシャフ
ト６の遠位端部８の電極ホルダーに接続される前に、電極１０が、少なくとも短時間、手
術器具４の撮像システムの視界にある場合には、経験的なセットが使用される。このため
、使用者は、追加のステップなしに、電極１０の画像をとらえて評価することができる。
【００２８】
　例えば、電極１０の識別特徴が見えないなど、このようにしてとらえた画像が不十分で
あれば、制御装置１４は、手術器具４の使用者へ情報を出力して、電極１０を撮像システ
ムの視界内に移動させるように、任意に構成される。例えば、視覚的又は聴覚的な要求が
出力される。
【００２９】
　図２に、手術器具４のシャフト６の遠位端部領域の、簡略化された概略斜視図を表す。
電極１０は、ループ形状に設計された活性領域２２を備える。双極電極１０を、例として
表す。しかし、電気手術システム２は、単極電極用にも提供される。外科処置が行なわれ
ている間、活性領域２２は、治療される組織に接触している。
【００３０】
　活性領域２２に隣接して、一対の透明チューブ２４と、その中を通る電気供給ライン２
６とから形成された移行領域がある。近位方向には、電極１０のための接続領域２８が、
この移行領域に隣接する。図２で見えない接続領域２８の近位端部には、電気接続接触部
又は差し込みが個々に存在する。これは、手術器具４のシャフト６の電極ホルダーに挿入
されて、電気接触を確立する。
【００３１】
　電気供給ライン２６は、透明チューブ２４を通して外部から見ることができる。電極１
０のタイプによって、異なる色の電気供給ライン２６を使用して、電極１０を製造する。
同様に、電気供給ライン２６は、この目的のために選ばれた異なる色のコードでコード化
される。
【００３２】
　このため、電気供給ライン２６の色及び／又は色コードにより、電極１０のタイプに従
って電極１０を識別することができる。このため、この色又は色コードは、識別特徴の役
割を与えられている。
【００３３】
　さらに、電極１０の外部形状、又は、電極１０の外表面の機械可読コード３０が、識別
特徴として用いられる。機械可読コード３０は、例えば、バーコード及び／又はＱＲコー
ドである。具体的には、これは、レーザー彫刻法で電極１０に付けられる。
【００３４】
　別の簡略化された概略斜視図である図３に、遠位端部８の領域における、手術器具４の
シャフト６の一部を示す。シャフト６の遠位端部８において電極ホルダーに収容される電
極１０は、図２に示すような電気ループ（ｅｌｅｃｔｒｏｌｏｏｐ）ではなく、ボタン電
極３２を有する。これは、２本の電気供給ライン２６によって、電極１０の接続領域２８
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に接続される。機械可読コード３０及び電極１０の形状に加えて、その供給ライン２６の
絶縁材の色及び／又は色コードが、電極１０の識別特徴として提供される。
【００３５】
　電極１０のタイプが識別された後、例えば電極１０を作動させるために与えられた動作
電圧、及び／又は動作電流、及び／又は動作周波数が、動作パラメータとしてコントロー
ラ２０に送られる。同様に、動作電圧の対応する最大値、動作電流、及び／又は最大動作
周波数が、動作パラメータとして送信される。
【００３６】
　図面のみから得られるものを含めた全ての挙げられた特徴、及び、他の特徴と組み合わ
せて開示された個々の特徴は、単独及び組み合わせで、本発明にとって必須であると考え
られる。本発明にかかる実施形態は、個々の特徴又はいくつかの特徴の組み合わせによっ
て実現することができる。本発明の範囲内において、「具体的には」又は「好ましくは」
と記された特徴は、任意的な特徴である。
【符号の説明】
【００３７】
２…電気手術システム、４…手術器具、６…シャフト、８…遠位端部、１０…電極、１２
…供給ライン、１４…制御装置、１６…データ処理装置、１８…データベース、２０…コ
ントローラ、２２…活性領域、２４…透明チューブ、２６…電気供給ライン、２８…接続
領域、３０…機械可読コード、３２…ボタン電極

【図１】

【図２】

【図３】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年6月6日(2017.6.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像システムとシャフト（６）とを有する手術器具（４）を備える電気手術システム（
２）であって、電極ホルダーが前記シャフト（６）の遠位端部（８）に配置され、前記撮
像システムは、前記シャフト（６）の前記遠位端部（８）から遠位に広がる術野をとらえ
るように構成された電気手術システム（２）であって、
　前記電気手術システムは、
　　外科処置を行なうために前記電極ホルダーに接続可能な電極（１０）であって、該電
極（１０）は、光学的に検出可能な外部識別特徴を備えた電極（１０）と、
　　電極タイプの少なくとも１つの識別特徴と、この電極タイプを作動させるために与え
られた少なくとも１つの動作パラメータとに関する情報が、互いに割り当てられている複
数のデータセットを備えるデータベース（１８）を有するデータ処理装置（１６）と、を
さらに備え、
　　前記撮像システムは、前記電極（１０）の画像をとらえて、とらえた画像の画像デー
タを前記データ処理装置（１６）に送信するように構成され、
　　前記データ処理装置（１６）は、受信した画像データを、該画像データの識別特徴に
関して分析し、
　　見つかった識別特徴を、前記データベース（１８）内の前記データセットと比較し、
　　電極（１０）のタイプを識別し、関連する前記少なくとも１つの動作パラメータを、
前記手術器具（４）のコントローラ（２０）に送信するように構成される、
　ことを特徴とする、前記電気手術システム（２）。
【請求項２】
　請求項１に記載の前記電気手術システム（２）であって、
　前記識別特徴が、前記電極（１０）の外部形状の少なくとも一部、及び／又は、前記電
極（１０）の外表面の機械可読コード（３０）であることを特徴とする、前記電気手術シ
ステム（２）。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の前記電気手術システム（２）であって、
　前記電極（１０）は、
　　前記外科処置を行なう間に、治療される組織と接触している活性領域（２２）と、
　　少なくとも１つの電気接続接触部を有する前記電極（１０）と電気的に接触するため
に設けられた接続領域（２８）と、を備え、
　前記少なくとも１つの電気接続接触部と前記活性領域（２２）とが、外部から見ること
のできる電気供給ライン（２６）によって互いに接続され、
　前記電気供給ライン（２６）の電気絶縁材の色及び／又は色コードが、前記識別特徴で
ある、
　ことを特徴とする、前記電気手術システム（２）。
【請求項４】
　請求項１から３のうちの一項に記載の前記電気手術システム（２）であって、
　前記少なくとも１つの動作パラメータは、前記電極（１０）を作動させるために与えら
れた動作電圧、及び／又は動作電流、及び／又は動作周波数、及び／又は最大動作電圧、
及び／又は最大動作電流、及び／又は最大動作周波数を備えることを特徴とする、前記電
気手術システム（２）。
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【請求項５】
　請求項１から４のうちの一項に記載の前記電気手術システム（２）であって、
　前記手術器具（４）は内視鏡であり、
　前記手術器具（４）は切除用内視鏡であり、前記電極（１０）は切除用電極である、
　ことを特徴とする、前記電気手術システム（２）。
【請求項６】
　請求項１から５のうちの一項に記載の電気手術システム（２）の作動方法であって、
　前記方法は、
　　前記撮像システムが、前記電極（１０）の画像をとらえて、とらえた画像の画像デー
タを前記データ処理装置（１６）に送信し、
　　前記データ処理装置（１６）が、受信データを、前記画像データの識別特徴に関して
分析し、
　　見つかった識別特徴が、前記データベース（１８）内の前記データセットと比較され
、
　　電極（１０）のタイプが識別され、関連する前記少なくとも１つの動作パラメータが
、前記手術器具（４）の前記コントローラ（２０）に送信される、
　というステップを含むことを特徴とする、前記方法。
【請求項７】
　請求項６に記載の前記方法であって、
　前記データ処理装置（１６）は、前記画像データにおいて、前記電極（１０）の外部形
状の少なくとも一部、及び／又は前記電極（１０）の外表面の機械可読コード（３０）、
及び／又は電気供給ライン（２６）の色及び／又は色コードを、前記画像データの前記識
別と特徴として分析することを特徴とする、前記方法。
【請求項８】
　請求項６又は７に記載の前記方法であって、
　前記電極（１０）を作動させるために与えられた動作電圧、及び／又は動作電流、及び
／又は動作周波数、及び／又は最大動作電圧、及び／又は最大動作電流、及び／又は最大
動作周波数が、前記動作パラメータとして、前記データ処理装置（１６）によって前記手
術器具（４）のコントローラ（２０）に送信されることを特徴とする、前記方法。
【請求項９】
　請求項１から５のうちの一項に記載の電気手術システム（２）のための電極（１０）で
あって、
　前記電極（１０）は、光学的に検出可能な外部識別特徴として、前記電極の外表面（１
０）の機械可読コード（３０）を備えることを特徴とする、電極（１０）。
【請求項１０】
　請求項１から５のうちの一項に記載の電気手術システム（２）における光学的に検出可
能な外部識別特徴を備える電極（１０）であって、請求項９に記載の電極（１０）の使用
。
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